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りん酸トリス(2-クロロエチル)（CAS no. 115-96-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 
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○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
りん酸トリス(2-クロロエチル) の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告にお

いて、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、ステロイ

ド産生への影響が示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Fernie ら(2015)によって、りん酸トリス(2-クロロエチル) 0.02193mg/kg/day を１ヶ年齢から 21

日間混餌投与した成熟雄アメリカチョウゲンボウ(Falco sparverius)(野外採取)への影響が検討

されている。その結果として、甲状腺濾胞上皮細胞厚の低値、甲状腺濾胞上皮細胞厚/甲状腺

濾胞コロイド周長比、血漿中遊離トリヨードサイロニン濃度、血漿中遊離サイロキシン濃度の

高値が認められた。なお、肝臓デイオナーゼ(T4-ORD: T4-outer ring deionase)比活性、甲状腺濾

胞コロイド面積には影響は認められなかった。 

  想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 

(２)ステロイド産生影響 

 Liu ら(2012)によって、りん酸トリス(2-クロロエチル) 10、100、1,000、10,000μg/L の濃度に 48

時間ばく露したヒト副腎がん細胞H295Rへの影響が検討されている。その結果として、100μg/L

以上の濃度区でエストラジオール産生量、エストラジオール/テストステロン産生量比の高値、

100、10,000μg/L の濃度区でテストステロン産生量の高値、10,000μg/L の濃度区で SULT1E1 

mRNA 相対発現量、SULT2A1 mRNA 相対発現量の低値、CYP11A1 mRNA 相対発現量、CYP11B2 

mRNA 相対発現量、CYP19A1 mRNA 相対発現量、HSD3β2 mRNA 相対発現量の高値が認めら

れた。 

  想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン合成・代謝系のかく乱 

 Chen ら(2015)によって、りん酸トリス(2-クロロエチル) 100,000、300,000μg/L の濃度に 24 時間

ばく露したマウスライディッヒ細胞 TM3 への影響が検討されている。その結果として、

100,000μg/L 以上の濃度区でテストステロン産生量、P450-17α mRNA 相対発現量、17β-HSD 

mRNA 相対発現量の低値、300,000μg/L の濃度区で P450scc mRNA 相対発現量、精巣中 3β-HSD 

mRNA 相対発現量の低値、細胞生存率、スーパオキシドディスムターゼ活性、グルタチオン

S-トランスフェラーゼ活性、Sod1 mRNA 相対発現量、Sod2 mRNA 相対発現量、Gpx1 mRNA

相対発現量、Gpx2 mRNA 相対発現量、Cat mRNA 相対発現量、Gsta1 mRNA 相対発現量の高

値が認められた。なお、グルタチオン濃度、カタラーゼ活性、グルタチオンペルオキシダーゼ
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活性、SR-BI mRNA 相対発現量、LDL-R mRNA 相対発現量、PBR mRNA 相対発現量、StAR mRNA

相対発現量には影響は認められなかった。 

 想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン合成・代謝系のかく乱 
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